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終業式（７月２０日より） 

全校生徒の皆さん、おはようございます。 

4 月に始まった 1 学期も、終業式という節目の日を迎えることとなりました。残念ながら

全校生徒の皆さんが、一同に会しての終業式とはなりませんでしたが、皆さん一人ひとりが

積み重ねた72日間に自信と誇りをもって、今日という日を締めくくってほしいと思います。 

さて、今日は、今を遡ること千年程前に書かれた作品から、少しお話をしたいと思います。

まず、この作品の冒頭を原文のまま読みたいと思います。 

「ゆく川の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、か

つ消えてかつ結びて、久しくとどまりたるためしなし。」 

千年以上も前の文章なので、よくわかりませんよね。そこで、この文章を現代風に読んでみ

ます。 

「川の流れは絶えることはないが、そこを流れる水は同じではない。よどみに浮かぶ水の泡

は、消えてはまた生まれ、長い間とどまることはない。」ということになるようです。 

この作品を書いた作者を、「鴨長明」（かものちょうめい）と言い、今日紹介した作品を「方

丈記」（ほうじょうき）と言います。この作者は、「この世の中に存在するものは、同じ状態

でいることはなく、移り変わるものである。」という考え方を、川の流れに例えているとい

われています。 

彼の生きた時代の日本は、戦乱、飢饉、疫病の流行、大地震などの天災等に見舞われ、人々

が生活することに大きな困難がある時代でした。 

時を経て、私達の生きる現代。緊迫した世界情勢、食糧不足、環境問題、そしてコロナ禍に

よる生活により、人類は千年前同様に、多くの困難に見舞われています。 

きっと皆さんの 1 学期間も、予定通りうまくいったこともあれば、思うように出来なくて、

気持ちが落ち込んだ時期もあったことと思います。 

でも、お天気もずっと晴れや雨が続かないように、夜が終われば、必ず朝が来るように、私

達の日常の様々も必ず変化していきます。 

だからこそ、どんな状況におかれても、皆さん一人ひとりのこれからの未来に、明るい希望

と夢をもって、生きていってほしいと思うのです。その積み重ねが、やがて社会を世界を、

そして地球をより良くしていく礎となっていくことと私は思います。 

方丈記の冒頭の結びは「久しくとどまりたるためしなし」「長い間とどまることはない。」 

と書かれていました。 



明日からは夏休みです。皆さんの一日一日も決して同じ日がないように、皆さん自身も今日

より明日、明日より明後日と、とどまることなく、目に見えない成長を遂げていくことを願

っています。くれぐれも健康と安全には気をつけて、2 学期に元気な姿で戻ってきてくださ

い。今日まで本当にお疲れ様でした。 

 

各学年・学級の様子          

 

1 年生：７月５日（火）に SC の五十嵐 ２年生：３階の掲示板は、各クラスの SDGS 

先生をお招きしての「SOS 出し方講座」 学習の成果が掲示されています。１７の目 

を開催しました。困った時、辛い時、苦 標から選んだ項目について各班で調べまし 

しい時は誰にでもあって、そんな時は決 た。この学習を通じて、SDGS についての 

して一人で抱え込むことなく、相談して 考え方が深まると同時に、調べた内容を発 

ください。というお話がありました。  表をすることで、プレゼン力も向上してき 

「誰一人取り残さない」一人ひとりを  ました。９月に校外学習を控える２年生。 

これからも大事にしていきます。安心  スローガンの「友意義」の達成が楽しみな 

して声をかけてください。       成長著しい２年生でした。 

 

 

 

 

 

 

３年生：９月２４日（土）出発予定の修 I 組：６月９日（木）３０日（木）の２回 

学旅行。各班のコースが概ね決まりまし にわけて行われた陶芸教室。特に２回目は 

た。また、３年生対象の進路説明会も実 暑さが厳しい中、途中で水分補給の休憩も 

施しました。体育祭では学校のリーダー とりながら、会場に向かいました。現地で 

として大活躍してくれた３年生が、今度 は担当の方の丁寧、適切なご指導を受けて 

は、自らの進路選択と学年の校外学習の 楽しく作品を制作することができました。 

集大成に向けて、頑張っています。   この作品を、茶道教室で実際に使用予定で 

保護者の皆様にもお力添えをいただきま す。自分たちで作ったお椀でいただくお抹 

すが、よろしくお願いいたします。   茶の味は、きっと最高の美味となることで 

３年生の夏がいよいよ始まります。   しょう。 

 

 

 

 

 

 



夏休みを迎えるにあたって  

学校図書館より 

 

 

いよいよ明日から夏休みが始まります。学期中とは生活様式も変化することと思います。 

それに伴い以下のことに気を配りながら、安心安全な夏休みを過ごしてください。 

 

１、健康で安全な充実した生活を送ることができるように、早起き・早寝や適切な食事など、

規則正しい生活を心がけましょう。 

２、新型コロナウイルス感染症による感染拡大防止のため、引き続き毎日の健康観察やこま

めな換気、手洗い、うがい、咳エチケット等を継続しましょう。マスクの着用について

は、学校の登下校や人との距離が十分な時は、熱中症防止の観点からもはずしましょう。 

３、自宅近くの道路等で遊ぶことは、近隣の住民の方に迷惑がかかることはもとより、交通

安全の面からも大変危険です。そこに暮らす全ての方の平穏と安全のためにも、道路遊

びはやめましょう。 

４、動画サイトの視聴やオンラインゲーム、SNS 等の利用については、長時間の利用によ

る生活習慣の乱れや友人関係に悪い影響を及ぼすことのないようにしましょう。 

５、部活動等夏季休業中の活動については、毎日の WBGT（暑さ指数）の数値、また熱中

症警戒アラートの発令等により、時間や内容の変更もあるかもしれません。皆さんの健

康第一に判断しますので、よろしくお願いします。 

６、夏休み中に不安なこと、困ったことや心配なこと等があれば、遠慮せず連絡をください。 

どんな些細なことでもじっくり相談しながら、一緒に解決策を考えていきましょう。 

 

 

 

 図書委員会が夏休みの図書の貸出促進に  ７月１６日（土）学校公開週間の最終日に 

向けて、色々工夫してくれました。「先生  道徳授業地区公開講座を実施しました。 

一推しの本」も紹介され、図書室にも展   当日は多くの保護者の皆様にご来校いた 

示されました。「読書の秋」という言葉は  だき、ありがとうございました。その後 

ありますが、夏の涼しい部屋で、静かに  の意見交換会では、町田市教育委員会より 

活字と向き合いながら、本の世界に浸る  講師の先生をお招きしての講演と学校運営 

のも、夏休みのひとつの過ごし方かもし  協議会の皆さまより授業についての感想を 

れません。良かったら、自分の世界を本  述べていただきました。本校の生徒のことを 

を通じて広めてみてください。      真剣に考えていただいた上での貴重なご助 

                   言やご意見を頂戴し、大変有意義な時間と 

                   なりました。皆様のご協力に感謝申し上げ  

                   ます。 

 

 

 

道徳授業地区公開講座 



８、９月の行事予定 

保護者の皆様 

 

 

８月１０日（水）学校閉庁日始  

１５日（月）学校閉庁日終 

２９日（月）３年生授業日 

３０日（火）始業式、心のアンケート 

９月 ５日（月）一斉委員会 

９日（金）校外学習（２年生） 

１２日（月）全校朝礼、安全指導 

１３日（火）校外学習予備日（２年生） 

１４日（水）避難訓練 

１５日（木）生徒会役員選挙 

１６日（金）学校説明会（１回目）、学校公開日 

１７日（土）学校説明会（２回目）、学校公開日 

１８日（日）南つくし野保育園運動会（雨天時：体育館） 

１９日（月）敬老の日 

２１日（水）中間考査始 

２２日（木）中間考査終 

２３日（金）秋分の日 

２４日（土）修学旅行始（３年生） 

２６日（月）修学旅行終（３年生） 

２７日（火）修学旅行振替休業日（３年生） 

３０日（金）開校記念日 

 

 

 

今学期が本日で終了いたします。冒頭にも記載させていただきましたが、緊迫する 

世界情勢、第７波といわれる感染再拡大の状況、そして観測史上類を見ない６月の梅雨

明けとその後の猛暑等々、私たちを取り巻く生活環境は、ものすごいスピードで変化し

ました。その状況の中で、大切なお子様をお預かりしての学校生活において、なにを大

切にして教育活動を推進していったらよいのか、自問自答の日々でした。 

でも、やはり考えつく先は、学校だより 2 号でお知らせした 2 本柱です。 

〇生徒自身が考え、判断して、より良い社会生活を営めるような力を形成すること。 

〇一人ひとりが個性の違いを認め、尊重して、真の多様性が存在する集団を育成するこ

と。 

「ゆく川の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず」激動の世の中ですが、その 

時代を生きる一人として、大河の一滴として、これからも 2 本柱を大事に、お子様を 

お預かりいたします。今学期ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


